
本文p.155～156では「ボイルの法則」「シャルルの法則」，
p.157の発展では「ボイル・シャルルの法則」を扱っています。

音源や観測者が動く場合の「ドップラー効果」を
扱っています（p.230～231）。

一直線上の運動のほか，平面上の運動も
扱っています（p.72～73）。


